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コルチコイドの新しい比色および蛍光定量に関する研究，界面活性剤の
種々の生体膜に対する影響および地下水のヒ素汚染の研究について
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1. は じ め に

香粧会誌編集担当者から「これまでの研究を振り返っ
て」のタイトルでの寄稿原稿の執筆依頼を受けた。国立
医薬品食品衛生研究所時代の研究業務の一部を寄稿す
る。
私の徳島大学大学院薬学専攻科では，分析化学教室
で，下村滋教授の指導の下，水銀の膜透過の研究をテー
マとし，フレームレス原子吸光装置を用いて水銀蒸気の
膜透過の研究を行った。装置も手製の装置で紫外可視吸
光光度計のセルの部分に塩化ビニル膜を装着した拡散セ
ルから揮散する水銀粒子を254.7 nmの吸光度で測定す
るものであった。

2. コルチコイドの比色および蛍光定量に関する研究

大学院を終了後，1972年4月，厚生省・国立衛生試
験所の生物化学部標準品製造室に配属された。部長は川
村次良先生，室長は木村俊夫先生であった。
研究業務として，1976年には，鉱質コルチコイドの
作用を有する17-デスオキシコルチコイドの21位の水酸
基を酸化銅で酸化し，得られたアルデヒド基を酸性下で
ピロールと反応させる新たな比色定量法を検討し，報
告した 1）。同様に糖質コルチコイドを酸化し，得られた
アルデヒド基を酸性下でピロールと反応させる比色定
量法を検討し，新たな比色定量法を報告した 2）。呈色物
質が蛍光を発することを見いだし，ヒドロコルチゾン，
プレドニゾロンおよびコルチゾンの新たな蛍光定量法
を報告した 3）。血清中のコルチゾールの蛍光定量に応用
し，RIA法との比較検討を行い，十分に蛍光定量法が利
用できることを報告した 4）。さらに，コルチコイドとピ
ロールの反応から得られた蛍光物質の構造決定を行うた
め，呈色物質の精製を行い，質量分析，NMR分析を行

い，呈色物質の構造の決定を行った 5）。鉱質コルチコイ
ドおよび糖質コルチコイドの21位の水酸基を酢酸銅で
酸化後に生成するアルデヒドとピロールと反応させる新
たな呈色反応，蛍光反応およびその生成物の構造解析に
より，1988年1月，京都大学から学位（薬学博士）を得
ることができた。

1988年4月，国立衛生試験所の生物化学部から国立
衛生研究所大阪支所薬品部に異動となった。1989年7
月，厚生省薬務局審査第二課に異動，1992年4月，国
立衛生試験所に異動し，1993年4月環境衛生化学部第
二室に異動し，化粧品に関連する研究業務に従事するこ
とになった。

3. 界面活性剤の各種生体膜への影響に関する研究

化粧品によく使用されている界面活性剤の皮膚角質層
への影響を検討した。まず，防腐剤の一種であるメチル
パラベンおよびエチルパラベンのモルモットの剥離皮膚
への経皮吸収性に及ぼすアニオン性およびカチオン性界
面活性剤の影響をフランツ型拡散セルを用いて検討し
た。両界面活性剤の剥離皮膚に対する作用は界面活性
剤の炭素数に影響し，炭素数12あるいは14のときに最
も大きな透過速度を与えること，さらに，界面活性剤の
剥離皮膚に対する影響は，メチルパラベンとエチルパラ
ベンの間で透過速度に関して良い相関性が示された 6, 7）。
界面活性剤の赤血球膜への影響をウサギ赤血球の溶血を
用いて検討した。赤血球を50%溶血するために必要な
界面活性剤の濃度（EC50）を用いて評価し，アニオン性
界面活性剤で処理した赤血球はアルキル鎖長が12の場
合，1/EC50が0.21 mMで溶血が観察され始め，アルキル
鎖長14で最も大きな値を与えた。カチオン性界面活性
剤では，アルキル鎖長が12で1/EC50が0.13 mMで溶血
が観察され，アルキル鎖長の増加とともに1/EC50は大き
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